
温暖化対策、待ったなし！ 

即効性のある方法としては、「地球冷却」が切り札！ 
 
 次のページの新聞記事は、世間の大勢が「二酸化炭素（炭酸ガス）削減で大騒ぎになり

かけていた頃」に産経新聞のアピール欄に採用していただけて、全国に報道されたもので

すが、当時は“異端視”される感じをもっていたものですから、あまり PR する気になら

なかったのですが、ここ二年ほど温暖化の影響が強く出て来る様を見ていて、積極的に「こ

んな方法がありますよ」と提案していこうと思い出しました。  
 
 記事の原稿には、微粒子の大きさを 0.1 ミクロンと、うっかり書いてしまったのですが、

「光りの散乱」は、波長程度の物質で効果が高いので、ここは 1 ミクロンが正当です。そ

して、何を撒くかの具体的物質ですが、最も安価にするとすれば「泥か砂の微粒子」と言

うことになるでしょう。粉末を作る技術としては、日本の「ホソカワミクロン」社の名前

がすぐ浮かびます。実は、記事が掲載されたしばらく後に、ホソカワミクロンの粉体技術

研究所に電話して、「1 ミクロンなら、今すぐにでも可能です」というご回答を得ているの

です。数ヶ月前の報道では、「何と、硫黄の粉末を大量に撒く」というアイデアが紹介され

ていましたが、方法は同じですが、イオウでは公害問題が起きますし、費用が掛かりすぎ

て大変でしょう。環境庁の研究所にもコピーを送りましたが、本気にしてくれるのかどう

か。  
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